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岡山醫科大學衛生學教室(主任緒方教授)

醤 學士　 須 磨 治 海

[昭和10年11月2日 受稿］

Aus dem. Hygicnischen Insfitut der Okay ma Medisinischen Fakultait

(Vorstand: Prof. Dr. M. Ogata).

Uber die Antikorperbildungsfahigkeit der Blutzellen.

Von

Dr. Harumi Suma.

Eingegangen am 14. November 1935.

Um die Frage der Antikorper

bildungsfahigkeit der Blutzellen, uber 

welche nur wenig bekannt ist, zu losen, 

habe ich Antigen (Ziegenserum) Kanin

chen intravenos injiziert (Autigeu-Zelleu

Beruhrung in vivo) und einen Teil des 

Blutes aus der Carotis steril entnommen, 

bevor das Prazipitin im Serum zum 

Vorschein kam. Das entnommene Blut 

wurde defibriniert und im Eisschrank

(etwa 0•Ž), in Zimmertemperatur (etwa 

20•Ž) and im Brutofen (37•Ž) aufbewahrt 

and gezuchtet. Ich habe bei diesem Ex

periment das Blut jedoch hauptsachlich 

im Eisschrank aufbewahrt. Dann habe 

ich von Tage zu Tag die Prazipitinbildung 

im Blut und das Blut des Muttertieres 

gepruft.

1) Zuerst habe ich beim Versuchs

tier normales Prazipitin fur Ziegenserum 

gepruft, bei negativem Ausfall wurde das 
Tier zur Immunisierung benutzt.

2) Nach der Autigeninjektion wurde 

das Blut je nach der Zeit entnommen und 

das Serum and die Blutzellen durch 

Zentrifugieren geschiede. Das Blut 

wurde im Eisschrank einige Tage lang 

aufbewahrt, and zu verschiedenen Zeiten 

nach der Aufbewahrung wurde die Pra

zipitinmenge geprnft.

3) Im Fruhstadium der Immuni

serung gibt es kein Prazipitin im Serum, 

aber man sieht nach 5 oder 8 Tagen die 

Prazipitinbildung im aufbewahrten Blut. 

Dies gilt schon fur 6 Stuuden nach der 

Antigeninjektion. Dabei bildet sich das
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Prazipitin im Versuchstier selbst viel 

mehr als im aufbewahrten Blut desselben.

Je spater im Vorbereitungsstadium 

der Immunisation das Blut entnommen 

wird, desto grosser wird die Antikorper

bildungsfahigkeit im eutnommeneu Blut.

4) Wenu man die Prazipitinbildung 

des entnomineneu Blutes und die bei dem 

betreffeuden Tiere in vivo vergleicht, so 

ist letztere viel starker. Das Prazipitin 

im lebeuden Tiere hat hohere Titer und 

Bindungszone. Die Prazipitine des ent

nommeneu Blutes und die des Tieres in 

vivo haben verschiedene Bindungszoneu.

5) Je spater das Blut entnommen 

wird, desto naher kommt die Bindungs

zone des Prazipitins im Blut der des be

treffenden Tieres in vivo.

6) Wenn man das entnommene Blut 

im Eisschrank, in Zimmertemperatur and 

im Brutofen aufbewahrt, zuchtet und 

dann das produzierte Prazipitin bestmmt, 

so siud die Erfolge im Eisschrank und in 

Zimmertemperatur besser als die im Bru

tofen.

7) Dann habe ich die Prazipitin

bildungsfahigkeit des defibrinierten, nicht 

defibrinierten, inaktivierten und des mit 

Trypsin versehenen Blutes untersucht. 

Das defibrinierte Blut zeigt die beste 

Fahigkeit, das nicht defibrinierte behalt 

noch dieselbe, wenn auch nur in Spuren, 

das inaktivierte hat sie vollig verloren, 

and das Prazipitin in unit Trypsin ver

sehenem Blut ist etwas geringer als in

 normalem.

8) Ich habe auch eine spurhafte 

Prazipitinbildung im Blut bemerkt, wenn 

ich das Blut mit Antigen in vitro in 

Beruhrung kommen liess.

9) Ich habe zuerst das Blut in fol

gender Weise gesondert und vorbereitet: 
Die Blutzellen and das Serum des behan

delten Kaninchens, bevor das Prazipitin 

im Serum zum Vorschein kommt, und die 

Blutzellen und das Serum des normalen 

Kaninchens.

Dann habe ich die Blutzellen und das 

Serum gegeuseitig wechselnd gemischt, 

aufbewahrt, und gezuchtet, und danach 

die Prazipitinbildung gepruft. Im Ge

misch, behandelte Blutzellen and nor

males Serum, findet sich deutlich Pra

zipitin, dagegen im anderen Gemisch, un

behandelte Blutzellen und behandeltes 

Serum, ist es nur sparlich bemerkbar. Es 

durfte durch coordiniertes Antigen im be

handelten Serum, gleich wie durch Beruh

rung in vitro, kommen, dass die Blutzellen 

die Antikorperbildungsfahigkeit erhalten. 

so koante die Fahigkeit der Blutzellen, 

Antikorper zu bilden, auf das Serum 

zuruckzufuhren sein.

10) Das Prazipitin ist nicht ein un

spezifischer, durch den Reiz der Serum

eiweissinjektion allein gebildeter Anti

korper.

11) Aus dem obigen Versuch kann 

man ersehen, dass auch die Blutzellen 

Autikorper bilden konnen. (Autoreferat)
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第1章　 緒 論

現 今 免 疫 學 的 研 究 ノ興 味 ノ封 照 ハ 抗 體 ノ本

態 卜抗 體 ノ成 立 ニ 向 ヒ ツ ツ ア リ.

抗 體 ノ成 立 ニ 向 ツ テ ハ 多 ク ノ 學 者 ニ依 リ研

究 サ レ ツ ツ ア ル モ 未 ダ 確 定 的 ノ 断 定 ニ 到 着 セ

ズ 現 今 網 状 織 内 被 細 胞 系 統 ノ研 究 旺 盛 トナ リ

隨 テ 抗 體 ノ成 立 ニ 關 ス ル注 意 モ 多 ク 此 臓 器 就

中,脾 臓,骨 髄,淋 巴 腺 等 ニ 向 ヶ ラ レ其 ノ他

ノ臓 器 ニ 向 ク ル モ ノ少 キ傾 向 ア リ.

(Pfeiffer u. Marx1), Wasserman2), RuB

 u. Kirschuer3), Standenath4), WeiB u.

 Stern5), Kyes6), Bieling7), Neufeld u. Meyer

 Hans8), Muttermilch9)).

然 レ ドモWassrrman u. Citron10), Rohmer11)

等 ハ 凡 ソ有 機體 ヲ構成 ス ル組 織 細胞 ハ 何 レモ 抗原

卜反 應 スル 性状 ヲ保 有 シ,直 接 ニ抗 原 卜接 燭 スル

カ,或 ハ 集 中的 ニ作 用 ス ル部 位 ニ於 ケル隨 所 ノ組

織 細胞 ハ縛 テ免 疫 體 ヲ産 生 スル モ ン ナ リ 卜シ局 所

免疫 可能 ヲ提 唱 セ リ. Rohmer11)ハ 眼 瞼 結 膜 ニ

Dungern12)ハ 家 兎 眼 房 内 ニWasserman u. Ci

tron10ハ 「チプ ス菌 」ヲ以 テ家 兎 ニ静 脉,胸 腔,腹

腔 及 ビ耳 組 織 内 ニ注 入 シ該 組 織 内及 ビ 血清 ニ抗 體

産 生 ヲ證 明 シOpie13)城14)ハ 皮 膚 ニ 村 山15),木

村16)ハ 脳 脊 髄膜 腔 ニ, Heim17)ハ 筋 肉 ニ,岡 崎18)

ハ 脾 臓 ニ岸 岡19)ハ 腎 臓 ニ夫 々 局 所 免 疫 ニ 成 功 セ

リ.
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以 上 造 血臓 器 局所 免疫 以 外 ニ小 量 乍 ラ肝 臓,

腎 臓,肺 臓.脳 髄 等 卜ナ ス モ ノニGowan20), Weil

 u. Bram21), v. Emden22), Castellani23)等 ア リ.

〓 テ血 液 中 ニ ハ 食細 胞 ア リ,又Opsonin, Ale

xin等 ア リテ 自然 免疫 ニ重 要 ナ ル 機 能 有 ル事 明 瞭

ニ シテ,隨 テ血 液 細 胞 卜抗體 ノ産 生 卜ノ間 ニ重 要

ナ ル 關 係 ア ル事 モ亦 考 へ得 ラル ル處 ナ リ.(1904年

hraus u. Levaditi24)ハ 家 兎 ノ腹 腔 内 ニ 馬 血清 ヲ

注入 シ タ ル後,臓 器 浸 出 液 ヲ作 リ,沈 降 素 含 有 量

ヲ測 定 シ タ ル ニ何 レ ノ浸 出 液 中 ニ於 テ モ未 ダ抗 體

發現 セ ザ ル ニ先 チ白 血 球 ニ富 メ ル大 網 膜 浸 液 ハ 既

ニ 沈降 素 ヲ含 有 シ,但 シ網 膜 ニ白 血 球 ヲ含 有 セザ

ル カ 又 ハ 小 量 ナ ル 時 ハ 又 沈 降 素 ノ産生 モ無 キ カ或

ハ小 量 ナ リ,又 脾 臓 剔 出 ハ 沈 降 素 産 生 ヲ遅 延 セ シ

ム ル ガ如 キ ヲ見 ルモ,ソ ハ 手術 ニ依 ル衰 弱 ニ 起 因

ス 卜ナ シ沈降 素産 生 ニ ハ 特別 ノ臓 器 ナ ク血 中 ニ テ

形 成 サ ル トナ セ リ. Kraus u. Schiffman25)モ 亦

同 様 ナ ル 事實 ヲ認 メ タ リ,馬 血清 ヲ家 兎 ニ注 射 シ

一 定 時 間 後(8-10日)循 環 系 内 ニ沈 降 素 出現 ス ル

モ他 ノ臓 器 ニ ハ 出現 セ ズ.腹 腔 注射 ス ル 時 ハ 血清

中 及 ビ網 膜 浸 出液 ニ抗 體 出現 シ,血 管 内 及 ビ皮 下

注 射 ニ於 テ ハ沈 降 素 ハ單 ニ長 期 ニ亙 リ循 環 系 内 ニ

ノ ミア リテ他 ノ臓 器 ニ ナ シ.又 動 物 ヲ長 期 ニ亙 リ

處 置 セ ル ニ モ拘 ハ ラ ズ,斯 ル動 物 ニ モ沈 降 素 ハ 唯

血 清 ニ ノ ミ之 ヲ認 メ タ リ.又 脾 臓 剔 出 ニ ヨ リ何 等

影響 ナ カ リキ.同 様 ナ事 實 ヲ「チプ ス凝 集 素 」ニ於

テ モ認 メ タ リ 卜.而 シ テ彼 等 ハ 沈 降 素 及 ビ凝 集 素

ハ 血管 内 ニ於 テ 形 成 サ レ且 血 管 内 被 細胞 モ關 與 ス

ル ナ ラ ン ト結 論 セ リ.

Sick26)ハ1904年 家 兎 ニ 犬 ノ血球 ヲ 注 入 シ タル

後,種 々 ノ時 期 ニ於 テ股 血 洗滌 シ タル後,肝,脾 ノ

浸 出 液 ヲ造 リ其 ノ中 ニ含 マ ル ル 血球 凝 集 素 ノ量 ヲ

見 タル ニ何 レ ノ時 期 ニ於 テ モ血 清 中 ヨ リ多 カ ラ ズ

ト云 ヒ,血 清 ハ 常 ニ最 モ多 量 ニ抗 體 ヲ含 有 ス ト.

而 シテ 免 疫 シ テ得 タ臓 器 ノProtplasmaニ ハ 何 レ

ノ臓 器 モ大 約 同 量 ノ抗體 ガ附 着 セ ル ニBlut中 ニ

ハ其 ノ幾 倍 カ ガ 循環 セ リ 卜.依 テ抗 體 ハ 血液 中 ニ

テ形 成 サ ル ル ナ ラ ン ト想 像 セ リ, Gengou27),

 Deiitsch28)ハ 脾 脱 疽 菌,「 チ プ ス菌 」ニ テ免 疫 シ凝

集 素 ハ臓 器 ニ於 テ ハ 決 シテ 血 清 中 ヨ リ多 ク ナル事

ナ シ 卜云 ヘ リ. Domeny29)氏 ハ 多数 ノ實 験 ニ於 テ

正 常,或 ハ 特異 處 置 サ レ タル動 物 ノ臓 器 浸 出液 ニ

於 テ其 ノ溶 血 作 用 ヲ検 セ ル ニ血 液 ヨ リハ決 シテ多

カ ラ ズ極 小 量 カ 或 ハ 無 ナ リ ト. Fodor u. Ring

her30)氏 モ 「チプ ス」感 染 海〓 ニ於 テ 血清 ハ 脾 臓或

ハ肝 臓 ノ浸 出液 及 ビ膽 汁 ニ比 シ早 ク且強 キ凝 集反

應 ヲ呈 ス ル ヲ實 験 シ血 液 ヲ以 テ 之 ガ 産 地 トセ

リ. Dungern u. Rohmer31)モ 白 血 球 ヲ抗體 産 生

地 ナ リ 卜云 ヘ リ.

Cantacuzene u. Jonescu-Michaiseu32)ハ 白 血

球 含 有 臓 器 ヲ産 地 トシ單 核 白 血 球 卜一定 ノ關 係 ア

ル ヲ述 べ タ リ.

swierew33)ニ 依 レバ循 環系 中 ノ 多核 白 血球 ノ減

少 ス ルニ隨 ヒ沈降 素 ノ産 生 増大 ス ル故 多 核 白 血球

ノ崩 壌 シテ 循 環系 中 ノPlasmaニ 入 ル ア ル物 質 ニ

負 フ所 ア ラ ン 卜.朴34)氏 ハ所 謂 球 性 抗 原 ニ對 ス ル

抗體 産 生 ノ ミガ脾 臓 卜關 係 ヲ有 シ所 謂液 性抗 原 ニ

對 ス ル抗 體 産 生 ニハ 何 等 意 義 ナ シ ト云 ヘ リ.

Pfeiffer u. Marx1), Peterson35)氏 等 ハ 免 疫 動

物 白 血球 浸 出 液 ヨ リ凝 集 素 ヲ析 出 ス ル事 ヲ得 ザ リ

シ ヲ以 テ 白 血 球 卜凝 集素 産 生 説 ヲ 否 定 ス ル モ 藤

間36)氏 ハ詳 細 ナ ル研 究 ノ結 果 白 血球 ヲ免 疫 家兎 腹

腔 ヨ リ再 三再 四 採 取 ス レ バ流 血中 ノ抗 體(沈 降素,

凝 集素)ノ 著 明 ノ減少 ヲ來 タ シ 而 モ 該 白 血 球抽 出

液 中 ニ 微量 ナ レ ドモ抗 體 ヲ證 明 シ得 タ リ 而 シ テ

氏 ハ 白 血球 ガ 抗體 産 生 ニ與 ル モ ノ故 其 ノ多 量採 取

ノ結 果 抗體 形 成 減 ジ,又 新 生 セ ラ レ タル 白 血球 ハ

新 タナ ル刺 戟 ニ接 ス ル迄 ハ 抗 體 形 成 ニ與 ラザ ル結

果 ナ リ ト云 ヘ リ.

而 シ テ氏 ハ 抽 出液 中 ノ抗體 ノ由 來 ヲ血 清 ニ由 來
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セ ルモ ノニ非 ザ ル事 ヲ證 明 シ恐 ラ ク白 血 球 ノ分 泌

ニ ヨル モ ノ ト考 ヘ タ リ.

百 合野37)氏 ハ 血 液 細 胞 ハ 非 縄 口的 ニ與 ヘ タル異

種 蛋 白 ニ對 シ抗 原 タル 異 種 蛋 白 ヲ攝 取 シテ 自己 ノ

能 カ ニ依 リテ 抗體 ヲ産 生 スル ノ能 力 ヲ有 ス ル事 ヲ

認 メ タ リ, Arthur Esttwood38)氏 ハ 抗 原 ヲ 吸 着 セ

ル 血管 内 細胞 カ ラ血 漿 中 ニ抗 體 ヲ 分 泌 ス 卜云 ヘ

リ. Salus39)ハ 過 敏 性 抗 體 ノ 産 生 母地 ヲ 赤 血 球 ナ

リ 卜セ リ. Stenstrom40)ハ 多核 白 血球 ガ 沈 降 素 ヲ

形 成 ス ト云 ヘ リ. Fellander u. Kling59)ハ 過 敏 性

抗髄 ノ産 生 ヲ 多 核 白 血 球 ニ 歸 セ リ. Dreyer u.

 Walker41)ハ 血 漿 ハ 血清 ヨ リモ 多 量 ノ凝 集 素 ヲ含

有 ス.而 シテ此 所 見 ハ 白 血球 ノ消 滅 卜關 係 ア ル ヲ

以 テ白血 球 ヲ 目 シテ 血 中凝 集素 ノ産 生 母地 ナ リ 卜

云 へ リ.

以 上 文 献 ヲ 總 括 的 ニ 覧 ス ル ニ 最 近 網 状 組 織

細 胞 系 統 ノ研 究 ノ盛 ン ニ ナ ル ヤ,殊 ニBlo

cadeノ 研 究,組 織培養 等 ノ盛 ン ニ ナ ル ト共

ニ網 状 組 織 細 胞 ヲ 以 テ抗 體 産 生 母 地 ト主 張 ス

ル 學 者 多 キ ヲ加 へ タ ル モ,彼 等 ハ研 究 對 照 ガ

唯 網 状 組 織 細 胞 ニ ノ ミ置 カ レル 傾 向 ア リテ 其

ノ他 ノ鮎 テ考 慮 ス ル 貼 少 ナ キ感 ナ キ ニ シ モ ア

ラ ズ.又 抗 體 産 生 母 地 ラ 生 體 ノ 何 レ ノ 細 胞

モ 抗 體 産 生 可 能 卜ナ ス ニWasserman　 u.

Citron10), Rohmer11)ア リ.次 デ 局 所 免 疫 ノ

發 達 ヲ 見 タ リ.又 血 液 ニ ハ 自 然 ニAlexin,

 Opsonin,食 細 胞 等 存 在 シ,隨 テ 血 液 細 胞 モ

亦 抗 體 産 生 ニ 關 與 ス ル ト考 ヘ ル ハ亦 至 當 ナ リ

トス.就 中,白 血 球 ガ抗 體 産 生 母 地 トナ ス モ

ノ ニDungern u. Rohmer31), Dreyer u.

 Walker41), Swierew33), Cantacuzene42), 

Steustrom43), R. Braus u.Levaditi24), 

Ruffier44)等 ア リ.其 ノ 中 ニ モPolynuklaren

トナ ス モ ノニ, Gruber45), Swierew33), Steu

strom43), Ruffier44)ア リ. Mononuklarト ナ

ス モ ノニCantacuzene42)ア リ.又Plasma

ガ 産 生 母地 トナ ス 人 ニWidal u. Sicard46),

 Achard u. Bensaude47), Arthur, Estwood38)

ア リ. Rote Blutkorperchen卜 ナ スモ ノ ニ

Halsey48)ア リ.

以 上 ノ如 ク抗 體 産 生 母 地 ハ未 グ歸-ス ル所

ラ知 ラズ 時 ニ乖 離 スル所 有 之 モ要 ス ルニ身 髄

各 部 ノ細 胞 ハ抗 體 産 生 ノ能 力 テ有 ス ルモ ノノ

如 シ.而 シテ血 液 細 胞 モ抗 體 産 生 能 力 テ有 ス

ル事 モ亦 可能 ナ リ ト信 ズ.又 從 來 抗 體 産 生 ノ

研 究 對 照 ハ主 卜シテ細 菌 凝 集素,溶 血 素,血

球 凝 集 素 抗 毒 素 等 ニ就 キ研 究 サ レ沈 降 素 ニ

對 ス ル研 究 稍 々少 キガ如 シ.之 或 ハ從 來 沈 降

素 測 定 法 ノ不 備 ニ モ依 ル ナ ラン.

余 ハ茲 ニ於 テ血 液細 胞 ノ抗 體 産 生 能 力 ヲ有

ス ル ヤ否 ヤ ヲ實験 的 ニ研 究 シ聯 カ得 ル所 ア リ

依 テ茲 ニ報 告 セ ン トス.

第2章　實 験 材 料 及 ビ實 験 方 法

第1節　 實験 材料

第1項　 實 験 動 物

實験動物ハ家兎 ヲ使用 シ,體 重2500g前 後 ノ極

メテ強健 ニシテ,體 重 ノ豊富ナルモ ノヲ選 べ リ.

第2項　 抗 原

余 ハ抗原 トシテ山羊血清 ヲ使用 セ リ.

第2節　 實 験 方 法

第1項　 免 疫 方 法

家兎耳靜 脉 ニ 山羊 血清1.5㏄ ヲ5倍 ニ稀釋 シテ

注射 セ リ.而 シテ注射 回数 ハ共ニ唯1同 トナス,
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第2項　 採 血方 法

注射 後一定時間經過後 ニ頸動脉 ヲ露 出 シ無菌的

ニ一 部採血セ リ.一 部採血量 ハ 多 ク15cc前 後 ナ

リ.又 必要 ニ應 ジ全採血 ヲモナセ リ.採 血後直 チ

ニ脱繊維 ス.總 テ無菌的 ニ行 ヘ リ.

第3項　 貯 蔵 方 法

採 血 スルヤ直 チニ共 ノ血液 ヲ脱繊維 シ其 ノ一部

ヨリ直 チニ血清 ヲ分離 シテ之 ヲ對照試験 ニ試用 ス

ル ト共 ニ血液 ノ儘 ノモノ ト共 ニ 密栓 シテ氷室(0

°前後)ニ 置 ケ リ.又 一部ハ室温(20°前後)及 ビ37

°ノ卿卵 器 ニ貯蔵 セ リ.而 シテ本實験 ハ主 トシテ氷

案 ニテ培 養セ リ.

第4項　 白血 球 採 取 法

白 血球 ハ家 兎 ノ モ ノ ヲ用 フ.0.9%食 鹽水 ヲ

200ccヲ 腹腔 内 ニ前夜 ニ注射 シ置 キ翌朝 ニ至 リ前

同 卜略 ボ同 量 ノ生理 的食鹽 水(0.85%)ヲ 再 ビ腹腔

ニ注射 シ能 ク腹 部 ヲそ ミ,腹 腔 内溶液 ノヨク混 ズ

ル様 ニナ シ直 チ ニ套 管針 ヲ腹壁 ニ血管 ヲ避 ケテ突

差 シ動物 ヲ背 位 ニ固定 セル臺 ヲ學上 シテ頭 部 ヲ高

ク シ,斯 クシテ腹腔液 ノ流 出 ヲ便 ナ ラシム.之 ヲ

生理的食鹽水 卜1.1%Na. Citrat溶 液 ノ各 等量宛

ヲ以 テ作 レル混合液 ノ中ニ受 ケ其 ノ割合5:1ノ 比

ニ至 リテ止 ム.生 理的食鹽水 ヲ再度腹腔 内ニ注射

ス ル理由 ハ前夜注入 ノ食鹽水 ノ過半数 ガ吸収 セラ

レタル ヲ以テ腹腔 内 ニ游走 シ出デ タル白血球 ヲ洗

出スル目的 ヲ以テ行 フモノナ リ.套 管針注射 ノ場

合 ニ腹腔 血管 ヲ損傷 スル時ハ採取液 ニ赤血球 ヲ多

量 ニ混合 スルヲ以 テ使用 ニ堪 へズ.此 乳白色 ヲ呈

セル白血球液 ヲ生理的食鹽水 ニテ3回 洗滌 シ純粹

ナル白血球 卜シ,之 ヲ0.3%Lecitin溶 液 卜比色

シテ之 卜同様ナルべ ク該 動物血清浮游液 ヲ作ル.

数ハ大約1㏄=600000ナ リ.操 作ハ總テ無菌的ニ

行 フ.

第5項　 反 應検 査 法

沈 降 反 應

沈降反應 ハ專 ラ緒方教授49)ノ免疫體稀釋法ヲ用

ヒタリ.本 法 ハ沈降素 ノ量的關係 ヲ明確 ニ指示 ス

ル方法 ニシテ血清 ヲ1%「 アラビヤゴム」生理的食

鹽水 ニテ順次 稀釋 シ,之 ニ對 シテ抗原 ヲ生理的食

鹽水 ニテ順次 稀釋セルモ ノヲ重疊 ス.然 ル時ハア

ル好適濃度 ノ抗原 ガ最 モ良 ク高度稀釋 ノ血清 卜反

應 ス.此 場合 好適濃度 ノ抗原稀釋度 ヲ結合帯 ト云

ヒ,其 ノ結合帯 ト反應 シ得 タル免疫血清 ノ最高稀

釋度 ヲ稀釋沈降素價 卜云 フ.

結合帯 ハ其 ノ沈降素 ノ性質 ヲ表ハ シ,稀 釋沈降

素價ハ其 ノ沈降素 ノ量 ヲ表 ハ スモ ノナ リ.

第3章　 實 験 成 績

第1節　 正 常 家 兎 ニ於 ケ ル 山羊 血 清

ニ對 スル正 常 沈降 素

余ハ山羊血清 ヲ以テ家兎 ヲ免疫 スルニ當 リ先ヅ

正常家兎 血清中 ニ山羊 血清 ニ對 スル正常沈降素 ノ

有無 ヲ検 シタルニ第l表 ニ示 ス如 ク,正 常家兎血

清 中ニハ,山 羊 血清 ニ對 スル正常沈降素 ヲ遂ニ證

明 スル事能ハザ リキ.

第1表 對 照 試 験
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第2節　 山羊 血 清 注射 後6時 間 目ニ採

血 セル 血 液 ノ抗髄 産 生能 力

余ハ家兎Nr. 1ニ 抗原1.5㏄ ヲ 注射 シ 注射後6

時間經過 後 一部採血 シ,脱 繊維 シ其 ノ一部分 ヨ リ

血清 ワ分離 シ沈降素 ノ有無 ヲ検 シ尚ホ最終 日ニ對

照 トシテ保存 シ,残 リノ血液 ヲ氷室 ニ保存 シ逐 日

沈降素 ノ産生有無 ヲ検 シ又一方同時 ニ該動物 ノ耳

静脉 ヨ リ逐 日採血 シ生體内 ノ沈降素 ノ産生 ヲ検 シ

両者 ヲ比較 セ リ.

第2表 ニ示 ス如 ク本家兎ハ注射前 ニハ何等正常

沈降素 ヲ證 明 シ得 ズ.又 採血直後 ニ於 テモ沈降素

ル産生未 ダナ シ.採 血4日 迄何等 ノ變化 ナク第5

日目漸 ク沈降素 ノ片鱗 ヲ表ハ シ注射後6日 目ニ漸

ク明瞭ニ注射後8日 目(採 血8日 目)ニ於 テ極單 位

量 ノ漸 ク1:1ノ 沈降素 ヲ生 ズル事 ヲ得 タリ.之

ニ反 シテ生體 内 ニ於テハ注射後4日 目ニ抗體産生

ノ片鱗 ヲ表 ハ シ以後次第 ニ増量 シ,注 射後8日 目

ニハ 沈降素價1:32,結 合帯1:160ナ ル ヲ認 メ タ

リ.

以 上 ノ如 ク注 射 後6時 間 目採 血 當 時 ニ ハ抗

體 産 生 ヲ認 メザ ル モ,該 血 液 ラ保 有 ス ル時 ハ

5-8日 迄 漸 次 血 液 中 ニ抗 體 産生 ヲ見 タ リ.而

5テ 對 照 トシテ始 メ取 リタ ル 血 清 ハ最終 検 査

日8日 目 ニ於 テ モ採 血 時 卜同 ジ ク何 等 ノ變 化

ナ カ リキ.之 ヲ以 テ見 レバ 抗 體 ノ産 生 ハ血 液

細 胞 ノ外 依 ル ベ キ モ ノナ シ.採 血 血 液 生體 内

徒 生沈 降 素 ハ沈 降 素 價 上 ヨ リ比 較 セバ1/32ト

ナ ル.

第2表　 注射後6時 間 目ニ採血 セル血液ノ抗體産生能 力

第3節　 山羊 血清 注 射 後24時 闇 目 ニ採

血 セ ル血 液 ノ抗 體 産 生 能 力

注射後24時 間 目ニ 採血 セル 血液 ノ抗體産生能

力 ニ就テ検 スルニ第3表 ノ如 シ.

注射前竝 ニ採 血時 ノ血清及 ビ同血清 ヲ最終 日ニ
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検 セルニ何 レモ沈降素 ヲ認 ム べカラズ.而 シテ採

血後5日 目,注 射後6日 目ニ於 テ血液中 ニ單 位量

ノ抗體 出現 シ採血後7日,注 射後8日 目ニハ採取

血液 中 ニハ 沈降素價1:2結 合帯1:20ナ ル事 ヲ得

タ リ.生 體内 ニ於 テハ注射後5日 目ニ沈降素出現

シ以後急激 ニ沈降素 ノ増加 ヲ來 シ沈降素價1:32,

結合帯1:80ナ リ.生 體 内ニ 於 テハ 培 養セルモ ノ

ヨ リモ沈降素價高 ク且結合帯 高キ ヲ認 ム.

第3表 注射後24時 間目ニ採血セル血液 ノ抗體産生能力

採血血液ハ生體内 ノ1/16ノ 沈降素 ヲ産生 セ リ.

生體 内ニ於 テハ優良 ナル沈降素 ノ産生 セラルル モ

ノニ シテ結合帯 モ異 リタル所 ヨ リ採血血液 内 卜生

體 内 トノ沈降素ハ其 ノ猛生 機轉 ニ於テ別個 ノ沈降

素 卜認 ムル事 ヲ得.生 體内 ニ於 テハ其 ノ生理的條

件優良 ニシテ又身體 各部 ノ抗體集合 モ亦可ナ ル故

生體内 ニ於 テハ生體外 卜同 一 ノ比 ニ非ザ ルハ勿論

ナ リ.

第4節　 山羊血清注射後48時 間目ニ採

血セル血液ノ抗體産生能力

注射後48時 間 目ニ採 血セル 血液 ノ抗體産生能

力 ヲ見 ルニ第4表 ノ如 シ.

注射前 及ビ採血時 ノ血清竝 ニ同 血清 ヲ最終日ニ

検セル ニ何 レモ沈降素 ノ存在 ヲ認 ムべカラズ.採

血後4日(注 射後6日)ニ シテ沈降素 ノ微量 ヲ認

メ.次 デ翌 日及 ビ採 血後6日,注 射後8日 目ニハ

増量 シテ沈降素價1:2結 合帯1:40ナ ルヲ得 タリ.

生體内 ニ於テハ注後 後5日 目ニ抗體 出現 シ以後次

第 ニ増量 シテ注射後8日 目ニハ沈降素價1:64,結

合需1:160ナ リ.採 取血液 ハ 生體 内 ノ沈降素 ノ

l/32ヲ 産生 ス.勿 論結合帯 ヲ異 ニセル故眞實 ノ沈

降素 ノ量的 ノ比較 ニハ ナラザ ルモ唯沈降素價 ノミ

ヨリ見 タル ノミナ リ.結 合帯ハ前 卜同様明カニ相

違 ヲ認 ム.

第5節　 山 羊血 清 注射 後72時 間 目 ニ採

血 セル 血 液 ノ抗 體 産生 能 力

抗原注射後72時 間 目ニ採 血 セ ル 血液 ニ就キ前

同様検索 シタルニ第5表 ノ如 ク.
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第4表 注射後49時 間 目ニ採血 セル血液ノ抗體産生能力

第5表 注射後72時 間目ニ採血セル血液ノ抗體産生能力
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該家 兎 ノ注射前,竝 ニ採血時血清 ノ採 血當時 及

ビ検査最終 日ニ於テ何 レモ沈降素 ワ認 ム ル 能 ハ

ズ.採 血血液 ニハ採血後2日 目(注射後5日 目)ニ

僅 ニ沈 降素 ノ片鱗 ヲ表ハ シ採血後3日 目,(注 射後

6日 目)ニ ハ沈降素價1:2,採 血後4日 目(注 射後

7日 目)及 ビ採血後4日 目(注 射後8日 目)ニ ハ沈

降素價1:4,結 合帯1:40ナ ルヲ得 タリ.同 時 ニ生

體 内ニ於テハ注射後4日 目ニ沈降素産出 シ始 メ注

射後8日 目 ニ ハ 沈降素價1:32,結 合帯1:160ナ

リ.沈 降素價上 ヨ リ見 ル時 ハ採 血血液 ハ生體内 ノ

1/8ノ沈降素 ヲ産生 ス.結 合帯 モ此場合明 カニ相違

ヲ認ム.

第6節　 山羊 血 清 注 射 後4日 目ニ採 血

セル血 液 ノ抗 體 産 生 能 力

免疫 經過 偵4日 目ニ採血 セル血液 ノ抗體産生能

力 ヲ前節 同様検 セル ニ第6表 ノ如 シ.

注射 前,竝 ニ採血時血清共 ニ沈降素 ヲ認 ムルナ

シ.採 血血液 ニ於 チハ採血翌 日(注射後5日 目)ニ

極 微量 ノ沈隆素 ヲ産生 シ,採 血2日 目(注 射6日

目)ニ ハ 沈降素價1:2,採 血4日 目(注 射 後8日

目)ニ ハ沈降素價1:4,結 合帯1:40ナ ル ヲ得 タ リ.

生體 内ニ於 テハ同 ジク注射5日 目ヨ リ抗體産 出 シ

以後次第 二増量 シ沈降素價1:32,結 合帯1:320ナ

リ.沈 降素價上 ヨリ見 ル時ハ採 血血液 ハ生體 内 ノ

1/8ノ 沈 降 素 ヲ産 生 ス.結 合 帯 ハ 明 カ ニ 相 違 ヲ 認

ム.

第6表 注射後4日 目ニ採血セル血液 ノ抗體産生能力

第7節　 山羊 血 清 注射 後5日 目ニ採 血

セル血 液 ノ抗 體 産 生能 力

抗原注射後5日 目ニ採血 セル血液 ヲ前節 ノ方法

ニ依 リ検査 セル ニ第7表 ノ如 シ.
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第7表 注射後5日 目二採血セル血液 ノ抗體産生能 力

注射前 ニ於テハ血清中 ニ ハ 正常沈降素 ヲ有 セ

ズ.採 血直 後ニ於テハ1:1ノ 單位量 ノ抗體産生 セ

ル ヲ認 ム.此 血清 ハ最終 検査 日ニ於 テモ同 ジ價 ヲ

保有ス.然 ルニ該 血液 ヲ保存培養セ ル時ハ次第 ニ

抗體産生 サル ル ヲ見 ル.採 血後1日 目(注 射後6

日目)ニ ハ沈降素價1:2,採 血後3日 目(注 射後3

日目)ニ ハ沈降素價1:8,結 合帯1:40ナ リ.生 體

内 ニ於テハ翌日 ヨ リ次第 二沈降素増量 シ注射後8

日目ニハ沈降素價1:32,結 合帯1:160ナ リキ.結

合帯 ハ明 カニ相違 ヲ認 ム.沈 降素價 上 ヨ リ見ル時

ハ採血血液 ハ生體 内 ノl/4ノ沈降素 ヲ産 生 ス.

以 上 ヲ總 括 的 ニ観 察 ス ル ニ注 射 後6時 間 ヨ

リ注 射 後5日 迄 各時 期 ニ採 血 シ血 液 細 胞 ノ抗

體 産 生 能 力 ヲ見 ル ニ注 射 後6時 間 後 ヨ リ採 血

血 液 ニ 於 テ ハ 沈 降素 價1:1,注 射 後1日 目 ノ

採 血 血 液 ハ1:2,注 射 後2日 目採 血 血 液 ハ

1:2,注 射 後13日 目採 血 液 ハ 沈 降 素 價1:4,

注 射 後4日 目採 血 血液 ハ沈 降 素 價1:4,注 射

後5日 目 採 血 血 液 ハ 沈降 素 價1:8ヲ 産 生 セ

リ.

結 合 帯 ハ 注 射後6時 間 目 採 血 ハ1:10, 24

時 間 ハ1:20,注 射 後2-4日 採 血血 液 ハ1:40,

注 射 後5日 採 血 モ1:40(1:80±)ナ リ.結 合

帯 ハ 生體 内 ト明 カニ相 違 ヲ認 メ生 髄 内 産 生 沈

降 素 ハ結 合 帯 高 シ.

採 血 血 液 産 生 沈降 素 ト生 體 内 産 生 沈 降 素 ト

ハ結 合 帯 相 違 スル ニ ヨ リ之 ヲ量 的 ニ比 較 ス ル

ハ不 満 ノ點 ナ キ ニ シモ ア ラザ ル モ沈 降 素 價 上

ヨ リ比 較 ス ル時 ハ前 者 卜後 者 トノ産 生 沈 降 素

價 ノ比 ハ 注 射 後6時 間 ヨ リ2日 迄 ハ1/32-

1/16ト ナ リ.注 射 後3-4日 ハ1/8,注 射 後5日

目採 血 血 液 ハ1/4トナ リ次 第 二増 大セ リ.即 チ
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血 液 細 胞 モ生體 内 ニ長 ク滞 在 セ ル モ ノホ ド抗

體 産 生 能 力旺 盛 トナ ル.又 長 ク生 體 内 ニ生 活

セ シモ ノ ホ ド結 合 帯 モ亦 生體 内 産 生 抗體 ノ夫

レニ近 似 シテ優 良 ナ ル抗 體 産 生 セ ラル ル ヲ見

ル.而 ニテ採 血 時 ノ血 清 ハ採 血 時 竝 ニ最 終 日

ニ於 テ モ沈 降 素 ノ産 生 ナ ク,又 極 微 量 ニ存 在

ス トモ其 ノ間 何 等 變 化 ヲ見 ザ ル故,抗體産 生

ハ血 清 ヨ リ由來 ス ル モ ノニ非 ズ シテ血 液 細 胞

自 ラ之 ヲ産 生 シ血 清 中 ニ分 泌 スル モ ノニ 外 ナ

ラズ.

又 生體 内 卜採 血 血 液 内 沈 降 素 ハ結 合 帯 ヲ異

ニ スル 故 其 ノ發 生 機 轉 ニ於 テ別 個 ノ モ ノナ リ

卜考 フ.又 血 液 細 胞 ガ生體 内 ニ長 時 間滞 在 ス

ル時 ハ然 ラザ ル モ ノ ヨ リモ抗體 産 生能 力益 々

賦與 サ ル ル モ ノナ リ.

第8節　 温 度 ノ影 響

余 ハ山羊 血清注射後4日 目ニ採 血シ血液 ヲ3等

分 シ 夫 々氷室(0℃ 前後),室 温(20℃ 前後)及 ビ

37℃ ノ孵卵器 ニ納 メ採血後4日 目(注射後8日 目)

ニ検 セルニ第8表 ノ如 キ成績 ヲ得 タリ.

第8表 温 度 ノ 影 響

注 射 前及 ビ採 血 時 共 ニ沈 降 素 ヲ認 メ ズ.其 ノ後

4日 目 ニ 検 セ ル氷 室,室 温 ニ納 メ タル 血 液 ノ産 生

抗 體 ハ相 等 シ ク,降 素 價1:1,結 合1:40ナ ル ヲ

得 タ ル ニ孵 卵 器 ニ 培 養 セ ル モ ノハ沈 降 素 價1:2,

結 合1:20ナ リ. 37℃ ニ培 養 セル モ ノハ 如 何 ニ

無菌 的 ニ行 ヒ シ モ途 ニ多 少 ノ溶 血 ハ マ ヌカ レザ リ

キ.組 織 細 胞 ノ 生 存 期 間 ヲ観 察 ス ル ニFischer50)

ハ 鶏 胎兜 結 締 母 細 胞 及 ビRous肉 腫 細胞 組 織 ヲ

20℃ ノ室 温 中 ニ保 存 シ之 等 組 織 ノ 数 週 間 ニ 渉 リ

テ生 存 持 績 シ,根 本 氏51)ハ 結 締 織 母 細胞 ノ培 養 ニ

種 々 ノ温 度 ニ保 存 シ,其 ノ生 存 持 績 時 間 ニ就 キ 系

統 的 ナ ル 検 索 ヲ行 ヒ 組 織 ハ20℃ ニ テ14日, 5℃

ニテ8日 ノ生存 ヲ有 ス ト云 ヒ,小 松氏52)ハ組織 ニ

ヨ リテ異 リ,脾 臓.骨 髄 ハ室温 ヨ リモ却テ氷室 ニ

於テ長 ク室温 ニテハ18日,氷 室 ニ於 テハ35日,

心臓,肺 臓組織ハ室温 ニ於テ氷室 ヨ リ長 ク生存 ス

卜云 ヘ リ.又 一般 ニ結 締織細胞 ハ長 ク長期 ノ保存

ニ堪 ヘテ其 ノ生存 ヲ持續 スル ニ反 シ,圓 形細胞ハ

比較 的早期 ニ死滅 スルモ ノナ リ.

本 實験 ニ於テモ室 温竝 ニ氷室 ニ於テ却 テ37℃ ヨ

リモ 抗體産生能力 優良 ナルハ37℃ ニ於テハ實験

ニ於 テモ多少溶血作用ハ兎 レザ ル如 ク此温度ニ於

テハ新陳代謝旺盛 ニシテ酸素 ノ缺乏,新 陳代謝物

ノ蓄積等 ガ培養組織 ノ生存 ニ不利ナル影響 ヲ及ボ
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スニ因 ルべ ク隨 テ血液細胞 ノ如 キ圓形細胞 ハ生 存

能力薄弱 ニシテ高温 ニ於 テハ却 テ早期 二死滅或ハ

生活能 力薄弱 ニナ リ却 テ 抗體 産生能 力減少 ス べ

ク之 ニ反 シ室 温竝 ニ氷室 ニ於 テハ細胞 ノ被 ル有害

作用 モ從テ僅微ナルべ ク却 テ抗體産生 ニ有 カナル

モ ノ卜思考 ス.

第9節　 非脱 繊 維 血 液,脱 繊 維 血 液,

非 動 性 血 液 「加 トリプ シン」血

液 ノ抗體 産 生 ノ態 度

抗原注射後4日 目ニ採血 セルモ ノノ非脱繊維 血

液,脱 繊 維 血1液,非 動 性 血液 及 ビ8ce血 液 ニ 「ト

リプ シ ン」0.1gヲ 加 ヘ タル モ ノ ヲ氷 室 ニ テ培 養 セ

ル モ ノ ノ抗體 産 生 ノ態 度 ハ 第9表 ニ見 ル如 シ.

注 射 前 及 ビ採 血時 ニ於 テ ハ共 ニ沈 降 素 ヲ見 ズ

.採 血 血液 ハ 一部 ハ脱 繊 維 セ ズ.他 ノ一 部 ハ 通 常 ノ

如 ク脱 繊 維 シ 之 ヲ共 ノ儘 ノモ ノ, 56℃ ニ30分 間

非 動 性 卜ナ セ ル モ ノ及 ビ「ト リプ シ ン」ヲ加 ヘ タル

モ ノ トニ分 カテ リ.

脱 繊維 血液 ニ 於 テ ハ採 血 翌 日 ヨ リ抗 體 ノ産 生 ヲ

認 メ採 血4日 目ニ於 テ 稀 釋沈 降 素 價1:4,結 合 帯

1:40ナ ル ヲ得 タ リ.

第9表 非脱繊維血液,脱 繊維血液,非 動性血液「加 トリプシン」血液 ノ抗體 産生能力
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非 脱 繊 維 血液 ニ於 テ ハ「フ イブ リ ン」ノ出現 ノ爲

メニ1箇 ノMasseヲ ナ シテ 血 清 卜血 液 組 胞 ハ 分

離 シテ存 在 セ リ.然 レ ドモ 血液 細 胞 ハ其 ノ色 ニ於

テ脱繊 維 ノ血 液 細 胞 ト何 等 異 ル所 ナ カ リキ.非 脱

繊 維 血液 ニ於 テハ 採 血2日 目 ニ漸 ク 抗體 ノ片 鱗 ヲ

表 ハ シ採 血 後 漸 ク單 位 量 ノ沈 降 素 ヲ得 タ リ.

非 脱 繊 維 血 液 モ亦 抗 體 産 生 ス ル モ 脱繊 維 血液 ヨ

リ劣 レ リ.

非 動 性 血 液 ニ於 テハ 問 題 ニ ア ラ ズ.何 等 沈 降素

ノ産 生 ナ シ.蓋 シ非 動 性 ニ ナ ス ニ依 リ大 部分 溶 血

作 用 ヲ起 シ,且 残 部 ノ血液 細 胞 ノ生 活 カ モ 減少 ス

ル ニ依 ラ ン.

「ト リプ シ ン」ヲ作 用 セ シメ タル 血液 ニ於 テ モ幾

分 溶 血 ヲ認 メ タ リ.「 加 トリプ シ ン」血液 ニ 於 テ ハ

對 照 ニ比 シ抗 體 ノ出現 減 少 セ ル ヲ認 ム.

免 疫 血 清 中 ニ存 在 シテ 血清 蛋 白 卜不 離 ノ關 係 ヲ

有 ス ル抗 體 ノ蛋 白 質 消 化 酵 素 ニ消 化 セ ラ ル ル ヤ 否

ヤ ニ就 テ ハ學 者 ノ成 績 必 ズ シ モ 一 致 セ ズ. Win

terberg53ハ 「チ プ ス」凝 集素 ニ 對 スル 「卜 リプ シ

ン」及 ビ 「ペ フ シ ン」 ノ作用 ヲ研 究 シ,酵 素 ハ凝 集

素 ヲ消 化 セザ ル ノ ミナ ラ ズ却 テ酸 及 ビ「ア ル カ リ」

ノ免 疫 體 破 壊 作 用 ヲ防 護 ス ル性 質 ア リ ト云 ヘ リ.

 Michaelis u. Oppenileimev54)ハ 抗 牛 免疫 血 清 ニ

「ぺ プ シ ン」ヲ作 用 シ沈 降 素 ノ消 失 ヲ認 メ.杉 田 氏

ハ 抗馬 家 兎 冤疫 血 清 ニ就 キ「ペ プ シ ン」消 化 ヲ行 ヘ

ル ニ1時 間 後 ニ全 ク沈 澱 ヲ生 ゼザ ル ニ至 レ リ.

白玖55)氏モ免疫血清 ニ「卜リプ シン」ヲ作用 セシ

メ漸 次血清蛋白 ノ消化 卜共 ニ抗體 ノ消化 ヲ沈降素

稀釋 法ニ ヨ リ量的 ニ明確 ニ證明 セ リ.余 ノ場合 ニ

於 テモ「加 トリプシン」血液ハ對照 二比 シ幾分抗體

ノ産生 減少 セ リ.叉 幾分溶血 ヲ呈 セ リ.尚 ホ血清

ヲ10倍 ニ稀釋 シ小 許 ノ稀硝酸 ヲ加 へ 加熟 セルニ

僅 ニ溷濁 スルニ封照(血 清「加 トリプ シン」直後)ニ

於 テハ高度 ニ溷濁 シテ蛋白 ノ消化 ヲ認 メタ リ.

「トリプ シン」ニ依 リ血液細胞 モ幾分消化サ ルル

ナ ランモ亦生成 セル沈降素モ亦幾分消化サ レ減少

サ ルルモ ノナ ルべ シ.又 結 合帯モ大體 ニ於 テ一致

セル ヲ認 メ得ルハ「卜リプ シン」ニ依 リ産生 セル沈

降 素 ノ消化 セ ラルルニ依ルモ ノニ シテ血液細胞モ

幾分犯 サルルナ ランモ,血 液 細胞 ノ抗體産生能力

ノ全部奪 ハルル ニア ラザルナルべ シ.

第10節　 抗 原 生體 外 接 觸 法

凡 ソ抗原 ヲ臓器細胞 卜接觸 セ シムルニハ2法 ア

リ.即 チ生體 内ニ於テスル方法 卜生體外 ニ於テス

ル方 法 トナ リ.此 生體 内ニ於 テ接觸 セシメ未 ダ抗

體發 現セザ ル時期 ニ之 ヲ生體外 ニ培養 セシメタル

實験 ニ就 テハ已 ニ之 ヲ實験 シテ良好 ナル成績 ヲ得

タリ.而 シテ生體 内ニ於 テ ノ實験ハ多数アルモ生

體外 ニ於 テ ノ實験 ハ 多 カ ラ ズ. Przygode56),立

花57),佐 藤58)氏等 アルモ多 ク脾臓.骨 髄等ニ シテ

血液細胞 ニ就 テハ未ダ余 ノ寡聞之アル ヲ知 ラズ,

余 ハ是 ニ於 テ生體外 ニ於 テ抗原 ヲ血液細胞 ニ接觸

セ シメタ リ.

凡 ソ抗原 ヲ組織 ニ作用 セシム ルニ當 リ其 ノ體内

接觸法 卜體外接觸法 タル 卜ニ論 ナク,最 モ注意セ

ザ ル可 ラザ ルハ該抗原 ノ量的關係ナ リトス.多 ク

ノ抗原ハ組織細胞 ニ障碍 的ニ作用 ス.即 チ餘 リニ

濃厚 ナル抗原 ヲ作用 セシメル時ハ組 織ハ爲 ニ害サ

レテ其 ノ生 存及 ビ抗體 産生能 カ ヲ害 セ ラレ,又 若

シ反之餘 リ稀薄 ナル時ハ抗原 トシテ ノ作用薄弱ニ

シテ抗體産生 高度 ナ ラザルべ シ.

依テ余 ハ生體 内試験 ニ於 テ好成績 ヲ得 タルヲ以

テ生 體内試験 ニ準據 シ生體 内試験 卜同率 ノ比 ヲ以

テ之 ヲ行 ヘ リ.今 體 重2950gノ 家兎 ヲ使用 セ リ.

之 ニ山羊血1.5㏄ ヲ注射 セル割 ニ 採 血血液 ニ混

入 ス.該 動物 ノ血液換算 ハ2950÷13=150gニ シ

テ血液1gニ 抗原約0.01gヲ 接 觸 セル割合ナ リ

.余ハ該動物 ノ血液15㏄ ヲ トリ之 ニ抗原0.15ceヲ

加 へ又白血球液5ccニ 抗原0.05ceヲ 加 へ 氷室内

108



生體外 血液細胞 卜抗體産生能 力ニ就 テ　 1371

ニテ培養保存 セ リ.其 ノ成績 第10表 ノ如 シ.

混合前 ニ於 テハ血清 中ニ山羊血清 ニ對 スル正常

沈降素 ヲ認 メズ.両 者 共極微量 ノ單 位量 ノ抗體産

生 シ生體内接觸 ニ比 ス時ハ著 シキ遜色 ア リ.白 血

球浮游液 ノ抗體産生ハ血液 ノミノモノヨ リ稍々劣

レルモ其 ノ細胞絶對数3リ 考 フル時ハ寧 ロ良 好 ナ

ルガ如 シ. (白 血球60000ノ 割)

第10表 抗 原 生 體 外 接 觸 法

第11節　 交互作用

余ハ家兎 ニ抗原 ヲ注射後未 ダ血清 中ニ抗體 ノ出

現 セザル ニ先 チ,第4日 目ニ 採 血 シ15㏄ ヲ得 テ

之 ヲ遠心器ニ カケテ血清 卜血液細胞 トニ分離 シ,

尚ホ1匹 ノ抗原 ノ注入 ヲ受 ケザル正常家兎 ノ血液

15㏄ ヲ得 テ同 ジク血 清 卜血液細胞 卜ニ分離セ リ.

而 シテ血液 細胞 ハ夫々3回 生理的食鹽水 ニテ洗滌

セ リ.

斯 ク血液細胞 ト血清 卜ノ夫 々 ノ2組 ヲ得 タルニ

及 ビ處置 血球 卜非處置血清及 ビ處置 血清 卜非處置

血球 トヲ交互 ニ混合 シテ氷室 中ニテ培養 セ リ.前

者 ヲ交I,後 者 ヲ交IIト ナス.其 ノ結 果ハ 第11

表 ニ於テ見 ルガ如 シ.

前 者ニ於 テハ採血後2日 目 ニ單位量 ノ抗體 出現

第11表 交 互 作 用
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シ第4, 6日 ニ ハ 沈降 素 價1:2,結 合 帯1:20ヲ 得 タ

リ.後 者 ニ於 テ ハ第6日 目 ニ極 微 量 ノ抗 體 ノ出 現

ヲ見 タル ノ ミ.

之 ヲ見 レバ 抗 體 産 生 ハ 主 トシ テ 血液 細 胞 ヨ リス

ル モ ノニ シテ 血 清 ヨ リ抗 體 産 生 セ リ 卜ハ 認 メ 難

シ.即 チ採 血1時 ニ血 液 細 胞 ハ 既 ニ抗 體 産 生 能 カ ヲ

賦 與 セ ラ レ シ モ ノナ ル べ シ.交IIニ 於 テ最 終 日

ニ極 微 量 ノ抗 體 出 現 セ シバ或 ハ處 置 血清 中 ニ 抗 原

含 有 ア リテ 第11表 卜同 ジ ク 試驗 管 内試 験 ト同 一

ノ結 果 ニ ナ リタ ル ヤ モ知 レズ.

要 ス ル ニ血 球 細 胞 ニ抗 體 産 生 能 カ ヲ有 ス ル モ ノ

ナ ル べ シ.

第12節　 山羊血清注射ニヨリ正常抗牛

血清沈降素ニ及ボス影響及 ビ

牛血清注射ニヨル正常抗山羊

血清沈降素ニ及ボス影響

余ハ抗體ノ産生ガ血清蛋白注射 ト云フ1ツ ノ刺

戟 ニヨ リ血清中 ニ非特異的 ニ産生 セラルルモ ノニ

非ザ ルナキヤ ト考 へ次 ノ實験 ヲナセ リ.即 チ最初

正常家兎 ノ血清 ノ牛血清 ニ對 スル正常沈降素 ヲ検

シ置キ,然 ル後抗原山羊血清 ヲ注射 シテ此正常抗

牛 血清沈降素 ノ消長(家 兎番號5)及 ビ 正常家兎 ニ

牛血清 ヲ注射 シテ山羊血清 ニ對 シテ正常沈降素 ヲ

生 ズルモ ノニ非ザルヤ.即 チ血清蛋白注射 卜云 フ

1ツ ノ刺 戟 ニヨ リテ 沈降素産 生 ト云 フモ ノノ出現

スル ニ非ザルヤ ヲ検 セ リ.共 ニ注射後4日 目ニ採

血保存 セル血清 ニシテ採血後4日 目ニ検 セ リ.

家兎番號5ハ 第6表 ニ於 テ示 ス如 ク山羊血清注

射後4日 目ニ採血 シ採血當時ハ沈降 素其 ノ血清中

ニ出現 セザ リシモ ノニシテ之 ヲ保存培養 セシニ採

血後 ニハ既 ニ沈降素價1:4ヲ 其 ノ血清中 ニ見出 シ

タル モ ノナ リ.此 家兎 ノ山羊血清注射前 ニ有 スル

牛血清 ニ對 スル正常抗牛血清沈降素 ヲ検 セルニ沈

降素價1:20ニ シテ然ル 後ニ山羊血清 ヲ 注射 シタ

ルナ リ第12表 ニ示 ス如 ク.

第12表 山羊血清注射ニヨリ正常抗牛血清沈降素ニ及 ボス影響及 ビ

血清注射ニヨル正常抗山羊血清沈降素ニ及ボス影響

山羊血清注射 ニ ヨリ血液細胞 ハ山羊血清ニ對 ス

ル沈降素 ハ産生 セルモ正常 抗牛 血清 沈降素 ニ對 シ

テハ何等 ノ影響 ヲ與 ヘザ リキ.又 山羊血清 ノ代 リ

ニ牛血清 ヲ注射 シ注射後4日 目 ニ採血保存 セル血

液中 ニ於テモ山羊血清ニ對 シテ抗體 ハ産生 セザ リ

キ.即 チ此實験 ニ於テ血液 細胞 ノ抗體産生ハ血清

蛋白注射 刺戟 ニヨル非特異 的ニ産生 シタルモ ノニ

非ル事 ヲ裏書 キスルモ ノナ リ．
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第4章　 總 括 竝 ニ 考 按

余 ノ血 液 細 胞 ノ抗 體 産 能 力 ノ實 験 ヲ總 括 シ

観 察 スルレニ 家 兎 ハ山 羊 血 清 ニ對 シ殆 ド正 常 沈

降 素 ヲ有 セザ ル モ ノ ニ シテ余 モ亦 正 常 沈 降 素

テ有 セザ ル モ ノ ヲ常 ニ選 ビタ リ.カ カ ル抗 原

ヲ以 テ家 兎 ヲ免 疫 ス ル 時 ハ 抗 體 産 生 ノ 態 度

(血 液 細 胞 ノ)モ 亦 明 瞭 ニナ ス事 ヲ得 卜信 ズ.

家 兎ニ抗 原 ヲ注 射 シ血 清 内 ニ未 ダ沈 降 素 ノ

産 生 出現 セザ ル 以 内 ニ採 血 シテ其 ノ血 液 ヲ保

存 培 養 シ爾 後 ノ抗 體 産 生 状 態 子検 セ リ.氷 室

(0℃ 前 後),室 温(20℃ 前 後),孵 卵器(37℃)

ニ於 テ 行 ヒタ ル モ以 下 主 トシテ氷 室 ニ於 テ行

ヘ リ.

注 射 後6時 間 目 ニ採 血 セル モ ノハ 採 血 後5

日目 ヨ リ抗 體 ノ出現 シ採 血 後8日 ニ至 ル モ單

位 量 ノ抗 體 産 生 サ ル ル ノ シ.而 シテ生體 内 ニ

於 テ ハ注射 後4日 目 ニ抗 體 ノ片鱗 ヲ表 ハ シ以

後 急 ニ増 大 シテ 注射 後 第8日 目 ニ ハ稀 釋 沈 降

素 價1:32,結 合 帯1:160ナ ル ヲ得 タ リ.

注射 後24時 間 經 過 後 ニ 採 血 セ ル 血 液 ハ採

血 後5日 目 ニ單 位 量 ノ抗 體 産 生 シ以 後 次 第 ニ

微 量乍 ラ 上 昇 シ,採 血 陵7日 目(注 射 後8日

目)ニ 於 テ ハ稀 釋 沈 降 素 價1:2,結 合 帯1:20

ナ リ.生 體 内 ニ 於 テ ハ 注 射 後5日 目 ヨ リ抗 體

出現 シ以 後 次 第 ニ上 昇 シ注射 後8日 目 ニハ稀

釋 沈降 素 價1:32,結 合 帯1:80ナ リ.

注 射 後48時 間 目ニ 採 血 セル 血 液 ノ抗體 産

生能 力 ヲ見 ル ニ採 血 後4日 ニ シテ沈 降素 ノ微

量 ヲ認 メ以 後 漸 次 沈 降 素 稍 々増 量 シ稀 釋 沈 降

素 價1:2,結 合 帯1:40ニ シテ,該 動 物 ノ 生

體 内 ニ於 ク ル血 清 中 ニ ハ注 射 後5日 目 ヨ リ抗

體 産 生 シ以 後 急 ニ激 増 シ注 射 後8日 目ニ ハ稀

釋 沈降 素 價1:64,結 合 帯1:160ナ リ.結 合

帯 ハ前 實験 卜同 ジク本 實 験 ニ於 テ モ明 カ ニ相

違 ヲ認 ム.

抗 原 注射 後3日 目 ニ採 血 セル 血 液 ノ抗體 産

生 能 力 ハ採 血 後2日 目 ニ極 微 量 ノ沈 降 素 ヲ認

メ漸 次 増 量 シ採 血5日 目 ニ於 テ ハ稀 釋 沈降 素

價1:4,結 合帶1:40ナ リ.該 動 物 ノ 生體 内

ニ於 クル 血 清 ノ抗體 量 ヲ 測 定 セ ル ニ注射 後4

日 目 ニ於 テ極 微 量 ノ抗 體 出現 シ以 後 日ヲ逐 ヒ

テ上 昇 シ,注 射 後8日 目ニ ハ 沈降 素 價1:32,

結 合 帯1:160ト ナ レ リ.

注射 後4日 目 ニ採 血 セル モ ノハ採 血 直 後 ニ

於 テ ハ尚 ホ抗 體 ノ證 明不 可 能 ナ リキ.翌 日沈

降素 ノ極 小 量 ヲ證 明 スル事 ヲ得,以 後 次 第 ニ

出現 量 増 大 シ採 血 後4日 目 ニ ハ沈 降素 價1:4,

結 合 帯1:40ト ナ リ,而 シテ 該 動 物 生體 内 ニ

於 ケル血 清 ノ沈 降 素 含有 量 ヲ測 定 セ ル ニ沈 降

素 價1:32,結 合 帯1:320ナ リ.而 シテ 尚 ホ

結 合 帯 両者 間 ニ差 異 ア ル ヲ認 ム.

注射 後5日 目ニ採 血 セル血 液 ノ爾 後 ノ抗 體

産 生能 力 ヲ検 セル ニ,採 血 當 時 ノ血清 ニハ極

小 量 ノ抗 體 産 生 ヲ認 メ タ リ.翌 日 ニ於 テハ稀

釋 沈降 素價1:2, 2日 目 ニ 於 テ ハ1:4, 3日

目ニ 於 テ ハ 沈 降 素 價1:8,結 合 帯1:40ナ リ

キ.而 シテ該 動 物 生 體 内 ノ産 生 沈降 素 含有 量

ハ 注射 後8日 目 ニ於 テハ 沈降 素價1:32,結 合

帯1:160ナ リ.結 合 帯 ニ於 テ稍 々接近 セル ヲ

認 メタ リ.以 上 ノ實 験 ニ依 リ家 兎 ニ異 種 血 清

ヲ注射 シ抗 體 未 ダ該 動 物 血清 中 ニ産生 セザ ル

時 期 ニ於 テ採 血 シ脱 繊 維 セル血 液 テ保 存 培 養

セル ニ抗 體 ハ 日 ヲ逐 ヒテ 産 生 セ ラ ル ル ヲ 見

ル.而 シテ採 血5日 目 ノ如 ク抗體 ノ微 々タ ル

モ ノ發 現 セ ル モ爾 後 ノ抗 體 産 生 能 力 日 ヲ逐 ヒ

テ上 昇 スル ヲ見 ル.然 ル ニ各 實験 ニ於 テ採 血
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時 分 離 血 清 ヲ最終 検 査 日 ニ於 テ検 ス ル ニ該 血

清 中 ニ ハ採 血 時 卜同様 何 等 ノ變 化 ヲ見 ズ.之

明 カ ニ抗 體 ノ産 出 ハ血 液 細 胞 ニ由 來 シタ ル モ

ノナ ルしベ シ.即 チ血 液 細 胞夫 レ自身 抗體 産 生

能 力 ヲ有 ス ルモ ノナ ル ベ シ.

而 シテ抗 體 産 生 能 力ハ 注射 後 時 間 ヲ經 過 セ

ル モ ノ ノ動 物 ホ ド大 ニ シテ注 射 後 時 間 ノ經 過

ノ短 キ モ ノ程 抗 體 産 生能 力劣 レル ヲ見 ル.之

ハ長 ク生 體 内 ニ在 リテ抗 體 産 生 能 力 ヲ賦 與 サ

ル ト共 ニ生體 外 ナル 生 活 條 件 ノ不 適 當 ナ ル ニ

依 ル ナ ル ベ シ.早 期 ニ採 血 セ ル モ ノハ其 ノ血

液 細 胞 ノ抗 體 産 生 能 力 ノ賦 與 未 ダ充 分 ナ ラザ

ル ト.又 生體 外 ニ テ生 存 ナ ス以 上 生 活 状 態 到

底 生體 内 ニ於 テ營 爲 スル ガ如 キ機 微 ニ接 シ得

ザ ル ハ 勿論,一 定 ノ好 條 件 ノ下 ニ長 ク生 存 シ

得 ザ ルニ依 ル ナ ラ ン.

而 シテ生 體 外 ノ血 液 細 胞 自身 ノ造 リ出 シ タ

ル 抗 體 ハ該 動 物 自身 ノ抗體 産 生能 力 卜比 スル

時 ハ格段 ノ差 ァル ハ 勿論 ナ リ.沈 降 素 價 ノ如

キ モ生體 外 ニ於 ケ ル モ ノ ハ漸 ク1:1-1:8ナ

ル ニ生 體 内 ニ於 テ ハ1:32-1:64ナ リ.

採 血 血 液 産 生 沈 降素 卜生體 内 産 生 沈 降素 ト

ハ結 合 帯 異 ル ニ ヨ リ之 ヲ量 的 ニ比 較 スル ハ不

満 ノ點 ナ キニ シモ ア ラザ ル モ沈降 素 價 上 ヨ リ

比 較 ス ル時 ハ前 者 卜後 者 卜ノ産 生 沈降 素 價 ノ

比 ハ注射 後6時-2日 採 血 血 液 ハ1/32-1/16,

注 射 後3-4日 ハ1/8,注 射 後5日 目 ハ1/4トナ リ

次 第 ニ増 大 セ リ.

又 結 合 帯 ノ如 キ モ血 液 細 胞 ヨ リノ抗體 卜生

體 内 ノ抗 體 ノ結 合 帯 ノ異 ル ヲ見 ル.而 シテ採

血 ノ晩 期 ノモ ノ程 早 期 ノモ ノ ヨ リ結 合 帯 高 ク

シテ 生體 内 ノ夫 レニ接 近 ス ル傾 向 ア リ.血 液

細 胞 ヨ リノ沈 降素 ノ結 合 帯 ハ一 般 ニ低 ク1:10

-1:40ナ ルニ生體内ニ於 クルモノハ1:80-

1:320ニ シテ生髄内ノ沈降素優秀ナルヲ認ム

ベシ.之 明カニ血液細胞 ノ作 レル沈降素 卜該

動物生體内 ノ沈降素 ノ由來ヲ異ニスルヲ示 ス

モノニシテ採血血液ノ作 レル抗體 ハ他ノ細胞

ノカヲカラズ.該 血液細胞ノシニヨリテ製造

サ レシ事ヲ示 スモノナ リ.

而 シテ注射後晩期 ニ採血セル血液程結合帯

ノ高 キモノヲ産出シ生體内産生 ノ沈降素ノ結

合帯ニ近似 シタルハ亦生體内ニ長時間生活セ

ルニ血液細胞ノ抗體産生能力益々賦與セラル

ル ト共ニ長 ク生活條件ノ良好ナルニ依 リ益々

抗體産生能力ヲ得テ,生 體内ノ抗體産生能力

ニ近似 シ得ルモノナルベ シ.

採血血液ヲ氷室(0℃ 前後),室 温(20℃ 前

後),孵卵 器(37℃)ニ 貯ヘテ其ノ抗體産生能

力ヲ検 セルニ氷室,室 温 ニ於テ最 モ可良ニシ

テ37℃ ニ於テ却テ不良ナルヲ見タリ. 37℃

ハ體温ニ一致 シ生活條件ニ最モ良好ナル筈ナ

ルニ却テ悪 シキハ, 37℃ ニ於テハ實験ニ於テ

多少ノ溶血ノマヌカレザル如ク,此 温度ニ於

テハ却テ新陳代謝旺盛ニシテ酸素ノ缺乏,新

陳代謝物ノ蓄積等ニヨリ培養細胞ノ生存ニ不

利ナル影響 ヲ及 ボスニ因ルナルベク,隨 テ血

液細胞ノ如 キ圓形細胞 ハ生存能力ガ結締織細

胞 ノ如 ク強力ナラズ却テ生活能力薄弱ニナリ

テ抗體産生能力減ズベキモノナ リト信ズ.之

ニ反シ室温,氷 室ニ於テハ細胞ノ有害作用モ

從テ僅微ナルニ基 テ却テ抗體産生ニ有力ナル

モノ ト思考ス.依 ツテ本實験 モ主 トシテ氷室

ヲ以テ行ヘ リ.

次 デ從來 ノ實験 ニ於 ケル如 キ脱繊維血液,

及 ビ非脱繊維血液,非 動性血液,「 加 トリプ
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シン 血液ニ就 キ抗體産生能力ヲ検 セリ.

脱繊維血液最 モ沈降素産生能 力優秀 ニ シ

テ,非 脱繊維血液モ微 力ナガラ沈降素産生能

力ヲ認 メタ リ.而 シテ非動性血液ニハ沈降素

産生皆無ナリ.非 脱繊維血液細胞モ 「ヒイブ

リン」出現 ノ爲1箇 ノ集塊ヲナスモ脱繊維血

液細胞 ト其ノ色ニ於テ何等遜色ナ シ.依 然生

存能力ヲ有 スルモノ ト認ム.唯 生存状態脱繊

維血液細胞ヨリ不良 トナリテ抗體産生能力減

却セシモノナルベ シ.非 動性血液細胞ハ大部

分溶血 シ,細 胞ノ生活能力殆 ド廢毀 シ抗體産

生能力減却 セシモノナルベシ.

加「トリプシン」血液ハ抗體産生量對照ニ比

シテ幾分減少セリ.血 液モ多少溶血 セリ.結

合帯ハ大體對照 卜同 ジ.以 上 ニ依 リ「トリプ

シン」ニテ血液細胞モ多少消化サルル ト共ニ

産生セル沈降素モ消化サルルモノ ト認 ムルし事

ヲ得.沈 降素稍々減少シ乍ラ尚ホ結合帯大體

對照 ト一致スルハ血液細胞 ノ未 ダ抗體産生能

力ヲ稍々減少シナガラ保持 スルモ亦同時ニ産

生セラレタル沈降素モ亦消化サルルモノナル

ベ シ.

抗體産生臓器組織 卜抗原 トヲ接觸セシムル

ニ生體内 卜生體外 卜2法 アリ.近 時此生體外

接觸法モ漸次益 々盛 ンニナ レリ.

余ハ前實験ニテ生體内接觸法ヲ行 ヒ良結果

ヲ得タルヲ以テ次 デ生體外ニ於テ抗原 卜血液

細胞 ヲ接觸 セシメテ抗體産生能 力ノ有無 ヲ検

セリ.而 シテ抗原 ヲ細胞ニ接觸セシムルニ當

リ其 ノ體 内接觸法 ト體外接觸法 卜ニ論ナク必

要條件ハ該抗原ノ量的關係ナ リトス.即 チ多

クノ抗原 ハ細胞ニ障碍的ニ作用ス.餘 リニ濃

厚ナル抗原 ヲ作用 セシメル時ハ細胞ハ爲ニ害

セラレテ其ノ生存及 ビ抗體産生能力ハ害セラ

レ,又 反之餘 リニ稀薄ナル時ハ抗原 トシテ其

ノ作用薄弱ニシテ抗體産生モ亦高度ナラザル

ベシ.依 テ余ハ從來 ノ經験 ヨリ又從來ノ成績

卜比較ヲ便ナラシムル爲ニ生體内試験 ト同率

ノ比 ヲ以テ之ヲ行ヘ リ.即 チ生體内液量 ヲ換

算 シテ生體内ニ注入セル割ノ抗原量 ヲ一定量

ノ採血血液ニ混入保存培養セリ.

又一方白血球 ヲ聚集 シテ行ヘ リ.

生體外ニ於テ血液細胞ニ抗原ヲ接觸セシム

ルモ亦極微量 ノ單位量 ノ抗體産生 ヲ認 メタ

リ.而 シテ白血球 ノシノモノ其ノ細胞数 ヨリ

見ル時ハ比較的血液 ヨリ良好ナルガ如 シ.

次デ家兎ニ抗原注射後未 ダ血清中ニ抗體出

現セザルニ先 チ採血シ之 ヲ血液細胞 卜血清 ト

ニ分離 シ血液細胞ハ残存抗原及 ビ自己ノ血清

ヲ洗滌排除セシメ又一方非處置正常家兎血液

ヲ同量採血 シ,血 液細胞及 ビ血清 ニ分離 シ同

様處置 シ此2種 ノ血清及 ビ血液細胞 ヲ交互ニ

交換 シ.即 チ第1家 兎血液細胞 卜第2家 兎血

清 卜混合 シ第1家 兎血清 卜第2家 兎血液細胞

卜混合 シ其 ノ交互作用ニ就テ検 セルニ處置血

液細胞(前 者)ヨ リハ抗體 ヲ微量乍ラ産生 シ沈

降素價1:2,結 合帯1:20ナ ルヲ得タルニ反

シ非處置血液細胞 ヨリハ漸 ク(+)ヲ 得タルノ

シ之 ヲ以テ見 レバ血液細胞 ニハ残存抗原既ニ

存セザルモ抗體産生能 力ヲ賦與 セラレ其 ノ能

力ヲ發揮セシモノナルベ シ.後 者ニ於テハ血

液細胞ハ何等ノ處置ヲ受ケズ唯處置家兎血清

ヲ混入セル爲 メ残存抗原ノ小量存在シ生體接

觸法 卜同一ノ理 トナリテ該血液細胞 ニ抗體産

生能力ヲ賦與 シテ漸 ク(+)ニ 迄進展セシモノ

ナ ランカ.即 チ抗體産生 ハ血清夫 レ自身 ヨリ
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モ血液細胞ナルベシ.

余 ハ抗髄 ノ産 生ガ血清蛋白注射 卜云フ1ツ

ノ刺戟ニ ヨリ血清中ニ非特異的ニ産生セラル

ルモノニ非ザルナキヤ ト考へ初 メ牛血清ニ對

スル正常沈降素 ヲ検 シオキ然ル後山羊血清 ヲ

注射 シテ採血血液 ノ山羊血清ニ對スル沈降素

ハ産生 スルモ牛血清ニ對 スル正常沈降素 ニハ

何等變化ナカリキ.又 山羊血清ニ代 フルニ牛

血清 ヲ注射 シ採血血液ニハ山羊血清 ニ對 スル

沈降素産生セズ.故 ニ血清蛋白注射 ト云フ非

特異的 ノ産物ナラザルナ リ.

第5章　 結 論

1) 正常家 兎血清ニハ山羊血清 ニ射スル正

常沈降素殆 ドナシ.

2) 能動免疫家兎血清中ニ抗體 未ダ發生セ

ザル時期 ニ採血シテ血液細胞ヲ培養スル時 ハ

該血清中ニ ハ沈降素ノ日ヲ逐フテ産生スルヲ

見 ルベシ.

3) 免疫早期 ニ採血スル ヨリモ遅 ク採血 セ

ル血液細胞ニ抗體産生能 力強シ.

4) 採血血液内 卜生體内ノ産生沈降素ハ後

者 ノ方遙ニ良好ナ リ.後 者ノ方稀釋沈降素價

竝ニ結合帶遙ニ高 シ.即 チ血液細胞産生沈降

素 卜生體内産生沈降素 ハ結合帯 ヲ異ニス.

5) 免疫後遅 レテ採血 セルモ ノハ結合帶モ

次第ニ生體内 ノ夫 レニ近似 シテ上昇 ス.

6) 氷室〔0℃前後),室 温(20℃ 前後),孵

卵器(37℃)ニ 於テ血液細胞 ノ抗髄産生能力ヲ

見ルニ,氷 室,室 温 ノ方却テ37℃ ヨリ良好

ナ リ.之37℃ ハ新陳代謝旺盛 ニ シテ却 ヅテ

血液細胞 ノ生活能力ノ減却 ヲ來スナラン.

7) 脱繊維血液,非 脱繊維血液,非 動性血

液,加 「 卜リプ シ シ」血 液 ニ就 キ沈 降 素産 生 能

力 ヲ見 ル ニ,脱 繊 維 血 液 最 モ可 良 ニ シテ非脱

繊 維 血液 モ亦 微 量 乍 ラ抗 體 産 生 能 力 ヲ 保持

シ,非 動 性血 液 ニ於 テ ハ能 力皆 無 ナ リ.「加 ト

リ プ シ ン」血 液 ニ於 テ ハ抗體 産 生稍 々劣 レリ.

8) 抗 原 卜血 液細 胞 トヲ生體 外 ニ於 テ接 觸

セ シム ル モ亦 微 量 乍 ラ抗 體 ノ 産 生 ヲ 認 メタ

リ.而 シテ 白血 球 ノ方 ガ血 液 全 體 ヨ リモ稍 々

良 好 ナ ル感 ア リ.

9) 抗 體 未 ダ出 現 セ ザル 處 置 家 兎血液 細 胞

及 ビ血 清,非 處 置 家 兎血 液 細 胞 及 ビ血 清 ヲ交

互 ニ交 換 混 合 シテ其 ノ交 互 作 用 ヲ見 ル ニ處 置

血 液 細 胞 ノ存 在 ス ル方 ニ抗 體 産 生 ヲ見 ル ニ處

置 血 清 ノ方 ハ微 陽 性 ヲ現 セ リ.後 者 ハ残 存 抗

原 ニ ヨル生體 外接 觸 卜同 理 ナ ラ ン.抗 體 産 生

能 力 ハ血 清 ヨ リモ血 液細 胞 ナ ル ベ シ.

10) 沈 降 素 産 生 ハ血 清 蛋 白 注射 卜云 フ刺 戟

ニ ヨル非 特 異 的 ノ モ ノ ニ非 ザ ル ナ リ.

擱筆 スル ニ當 リ,終 始御懇篤ナル御指導 ト,

御鞭撻 ヲ賜バ リ,且 御校閲 ノ勢 ヲ恭 セル恩師緒

方教授 ニ對 シ,満 腔 ノ感謝 ノ意 ヲ捧 グ.

(本 論文 ノ要旨ハ第45回 岡山醫學 會總會席上

ニテ演説 セリ).
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